




































































































































































fig.12_ 実験開始 [ in 0 weeks ] fig.13_ 実験終了 [ in 14 weeks ]
実験内容

















X- 特徴 2. コケが閉じ込められる。X- 特徴 1. コケが均一に分布する。X-4. 乾燥させる。






   しまった。屋内実験装置での湿度と温度の管理がうまくいかず、苔の生育
















































































１０週間後 １１週間後 １２週間後 １３週間後 １４週間後 


















































































fig.29_ 教員棟壁面へのモンタージュ _ 垂直方向に割り付けた（左）
fig.30_ 水平方向に割り付けた（右）
3．最終的なデザインを建築のカーテンウォールとして応用した場合
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苔紙パネルには、植物も微生物も生きている
苔紙によって、苔が繁茂する、建築のカーテンウォール
fig.31_ 微生物もバクテリアも生きている「苔むす地表面」は、「コケガミック・アーキテクチャー」に連続する。 そして、その先には、ネットワークに繋がった人間社会がある。
詳細図 _ 苔紙パネル断面図
コケガミック・アーキテクチャーのヴィジョン
コケガミック・アーキテクチャーのヴィジョンは、人工物
と自然物が、ブレンディングしているあり方を追求するも
のである。
微生物もバクテリアも生きている「苔むす地表面」は、「コ
ケガミック・アーキテクチャー」に連続する。 そして、そ
の先には、ネットワークに繋がった人間社会がある (fig.31)。
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 おわりに
私は苔紙の研究を通して、かつての日本の社会、産業構造が持続可能なもの
であったことを再認識した。特に、紙漉などの伝統産業は、それらを生業と
することで、上手に自然と共生する道を歩んでいた。
「苔紙」は、かつての日本列島がそうであったように、環境との共生の思想を、
再び現代に呼び戻そうとするものである。
